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ジャケットの生地の収縮性がないために，車椅子の移乗
や座り直しやトイレ時の着脱を考えるとスーツを着たく
ても着用できなかった。そこで，伸縮性のある素材であ
るスエットパンツ4着を使用して，テーラードジャケッ
トとイージーパンツにリメイクした。
ジャケットの丈は，車椅子に座っていることから，邪
魔にならないように胴回りから17㎝とした。また，短時
間で着脱できるように，ジャケットとベストを縫い合わ
せ，見せかけのスリーピースに仕上げた。また，襟部分
は，リバーシブルで取り外しを可能とし，気分で裏表
チェンジができるようにした。
市販のパンツは，胴回り，腰回り共に大きく下がりや
すいため，写真22に示すとおり，明きであるボタンと
ファスナーの部分をワンタッチバックルとゴムに変え
た。このことにより，ウエストの調整が可能になり，着
脱もしやすくなった。また，体幹機能障害のために太も
もが細いことから，写真23に示すとおり，前パンツの中
心線を縫い合わせ，パンツの幅を調整するとともに，あ
えて縫い代を表に出すことで，デザインのポイントとし
た。後パンツの中心線は，正座した際のふくらはぎの筋
肉のふくらみを考慮し，胴回りから膝丈まで縫い合わせ
た。写真24は，モデルEの着用の様子である。
Ⅴ．考 察
モデルAのインナーは首を入れるだけの簡単に着用
ができ，眼鏡のフレームのように着せ替えでコーディ
ネートを楽しめるという要望に合致し，モデルにも高評
価であった。また，首元に布のドレープを寄せる事で保
温性をもたせた。インナーは今回縞柄を使用したが，素
材や柄を変えることで幾通りにも首元で変化を楽しめる
デザインになった。今後は後中心をオープンファスナー
にすることで，セットした髪や頭部，首にも負担をかけ
ずに着用が可能ではないかと考えられる。
ツーウェイ・ストールは折りたたみ方を工夫すること
で，衿にもなり更に布が重なったことで首元が暖かく要
望に沿う事ができた。またフリンジの紐を使って長さを
調整することで車椅子使用でも引っかからず，手も腕も
自由に使える利点を生んだ。
今回製作したツーウェイ・ストールを前後逆に着用す
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写真19 ベスト，レッグウォー
マー，スヌードの裁断写真21 モデルD着用した様子
写真20 組合せ自由にコーディネート
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ると後が長くなり，前はボタン一つを留めて羽織る形と
なり，健常者にも着用が可能である。更に羽織るだけな
のでどんな体型の方にもおしゃれに装う事ができる。
インナーも首を入れるだけで，衣替えができバリエー
ションの広がるリメイクとなった。
モデルBの製作衣服の長袖のワイシャツは着用する
際，指を開いたまま，半袖の状態で通し，次に袖の筒を
通すことで介助される側の体に負担をかけず，介助する
側も楽に着替えることが可能となった。しかし，同じボ
タンが数個付いているため，ひとつかけ間違えるとねじ
れてしまうこと，ボタンが小さいためかけづらいこと，
ボタンをはめるための時間が必要なことなどの不便さを
生んだ。今後はボタンの色や大きさを変えるなどの工夫
も必要であるが，時間短縮を考え，袖下または，袖の外
側にフアスナーを付け全開することで大きく広がり着用
し易く，フアスナーであれば上げ下げだけで着用が可能
であり，デザインの一つにもなるなど更に改善が必要で
ある。
パンツはゴムに変えたこととサイズを大きめにするこ
とで，不自由な腕でも簡単に広げられ，引き上げること
が可能であることがわかった。
長袖のシャツは，半袖にもでき体温調節に役立ち，健
常者にも活用できる衣服となった。
モデルCの製作衣服である足のカバーは，足に力が入
らず，靴が脱げるのを防ぐことができ，更におしゃれな
靴カバーとなり，要望に合致しモデルにも喜ばれた。
カバーは足先を深くカットすることで靴のデザインや
色も見え，靴に合わせて柄ものや色などをおしゃれに組
み合わせて楽しめる靴押さえとなった。また，スカート
の前裾にタックを取ることで丈も短くなり，タイツの柄
や色も楽しめるようになった。
替え衿は，様々なバリエーションの素材で製作してお
くと色々なシーンに対応が可能であると考えられる。
今後は，足カバーに防水加工を施したり，または内側
にファーや羊毛をつけたり，ひざ下までのロングにする
ことで，足元も暖かく防寒にもなると考えられる。更に
後ろの足首の留め具をマジックテープからオープンファ
スナーにすることで開閉も楽になるのではないだろう
か。
今回製作したストールの着用で保温性や，腕の可動範
囲が広がったこと，インナーを被るだけでコーディネー
トが簡単になったこと，指が不自由でも楽に袖が通すこ
とができたこと，替え衿を付けることでトレーナーの雰
囲気が変わり可愛らしく着こなせたこと，靴カバーで靴
を履く喜びを感じることができたことなどモデルに高評
価を得ることができた。
モデルDの製作衣服であるレッドのワンピースは，今
まで着用したことがない冒険の色であり，また車いすに
座った時の足の開きをカバーした大判のストールやミニ
ベスト，レッグウォーマー，スヌードも暖かく着用でき
るなどは要望に合致し，モデルにも高評価であった。し
かし，ワンピースのゆとりと後ろ明きのファスナーは，
購入時のまま使用したことで，多少着脱を不便にしてい
たのではと考えられ，反省点として残った。
今回製作した衣服は，健常者であっても十分ユニバー
サルファッションとして通用するものと思われる。
モデルEの製作衣服であるズボンは，ウエストにゴム
とバックルで止めるタイプにしたことにより，ズレを防
ぎ，着脱時も片手で簡単に外せるメリットがあった。ま
た，ふくらはぎの部分の横幅のサイズも調整したことに
より，足が細くてもズボンが，大きいと感じない利点が
あった。
次に，ジャケットとベストは共に縫い付けてあり，生
地に伸縮性があることと相まって，手を通す回数を減ら
し，肩周りの可動域が楽になるため，車椅子を利用して
もジャケットが邪魔になることがなかった。見せかけで
あるが，3つ揃いのスーツに仕上がった。
このように，素材の伸縮性，形のフォーマル性など健
常者であっても今後の衣服の簡素化や合理化に繋がり，
ユニバーサルファッションとして可能なものが出来上
がったと思う。
Ⅵ．ま と め
障がいがあっても「おしゃれをすること」で外出が楽
しくなる。しかし身体に障害があると身体に合う服がな
い，車椅子に座っていると動きづらい，着脱がしづらい
などの問題点を受けて，市販されている既製服を購入し
改良改善を加え個々の症状に対応した衣服を製作した。
同時にそれが衣服のユニバーサル化に繋がるかどうか
もユニバーサルの7原則にあてはめて検討した結果7原
則の1から5までの誰にでも対応が可能であり，色や素
材など自由に組み合わせができ，着用も簡単であり，無
理のない範囲で着用ができるなどユニバーサルファッ
ションとして適用する作品になった。
今回の障がい者モデルにも高評価を頂き，既製品のわ
ずかな工夫で「全ての生活者」に対応できるユニバーサ
ルフアッションになることが出来た。今後はこの成果を
発展させて，雪のふる札幌の街中を車椅子で温かく移動
できるファツシヨンを提案できるような工夫をしたいと
ユニバーサルファッションを目指して
－126－
考えている。
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